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1. 授業の概要（ねらい）
　このゼミ（グローバルスタディーズ演習）では、グローバル・エコノミーにおける日本経済の現況を概観し、外需主導型成
長を実現する諸政策について学びます。近年の日本経済は、バブル崩壊後、約２５年間、成長の歩みが止まっています。そ
のため、政府は、外国（人）の需要に着目し、輸出振興戦略、海外需要開拓戦略、インバウンド政策等を推進しています。こ
のゼミでは、これら諸政策の実例を検討し、その成否を考察することを課題とします。
　実際の授業では、成長産業の動向やクールジャパン戦略、観光客誘致策等から各自がテーマを選び、主体的に学修を
深めていきます。また、情報収集・共有・統合といった学修プロセスを意識づけるため、Team-Based Learning（チーム
作業を主体とした学修）、Project-Based Learning（プロジェクト型学修）の手法を用いてチーム作業を進めます。
　後期（グローバルスタディーズ演習Ⅱ）は、前期の授業で学修したトピックスの調査をさらに進め、チーム・プレゼンを２回
実施する予定です。チーム作業は、就職活動の準備にもなるので、主体的、協調的な態度で、参加してください。

2. 授業の到達目標
　このゼミでは、グローバル・エコノミーにおける日本経済の現況を整理し、特に外需主導型成長に関わる諸政策、諸問題
を学修することを目標とします。ゼミは、一方的な講義を受ける場ではなく、主体的に学び、個人の学修のみならずチーム作
業を通じて、何らかの成果を創造する場です。従って、十分なゼミ活動を実践すれば、以下の諸能力を向上させることがで
きます。
（１）日本経済の現況を説明できる。
（２）外需主導型成長に重要な政策（輸出振興戦略、海外需要開拓戦略、インバウンド政策等）を説明できる。
（３）チーム作業を通じて、適切なプレゼン資料を作成することができる。
（４）チーム作業を通じて、就職活動に必須のグループディスカッション等の準備ができる。

3. 成績評価の方法および基準
（１）チーム・プレゼン　５０％
（２）個人課題のレポート　５０％
チーム・プレゼンの評価に関しては、評価規準・基準を記したルーブリック（評価シート）に基づいて、学生同士の相互評価
を実施します。
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5. 準備学修の内容
個人テーマ、チーム・プレゼンの課題について、資料収集、原稿の作成、プレゼンの準備等、授業時間外に作業を着実に進
めてください。個人、チームの作業進捗状況を毎時間確認し、翌週までの準備学修の内容を具体的に指示します。

6. その他履修上の注意事項
　このゼミでは、３年生、４年生とも個人テーマに関する「研究」をチーム作業と並行して進めてもらいます。チーム作業によ
るプレゼンも重要ですが、個人テーマに関する研究を深めることは、大学での学修の集大成として、さらに重要です。この
点を十分に認識し、自らの専門性を高める努力を継続的に行ってください。
　３年生の履修者で、来年度に「卒業論文」の作成を希望する履修者は、事前に必ず相談してください。文化経済学、国
際経済学をテーマとした「卒業論文」のみ指導の対象です。「論文」の作成には、膨大な資料の読解力・分析力、統計解析
等を中心とした基本的な調査能力を備えていることが前提となりますので、３年生のうちに十分な基礎能力を修得してくだ
さい。

7. 授業内容
【第１回】 夏休みの課題の個人報告（１）
【第２回】 夏休みの課題の個人報告（２）
【第３回】 新チームの編成。チーム課題（政策評価または政策・企画立案）の選定作業を行う。
【第４回】 チーム・プレゼンの準備（１）
【第５回】 チーム・プレゼンの準備（２）
【第６回】 チーム・プレゼンの準備（３）
【第７回】 チーム・プレゼンの準備（４）
【第８回】 第１回チーム・プレゼンおよび質疑応答（１）
【第９回】 第１回チーム・プレゼンおよび質疑応答（２）
【第10回】 新チームの編成。１回目とテーマが重複しないようにチーム課題（政策評価または政策・企画立案）の選定作業を行

う。
【第11回】 チーム・プレゼンの準備（１）
【第12回】 チーム・プレゼンの準備（２）
【第13回】 チーム・プレゼンの準備（３）
【第14回】 第２回チーム・プレゼンおよび質疑応答（１）
【第15回】 第２回チーム・プレゼンおよび質疑応答（２）


